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■お問合せ・申込みは博物館まで
新潟市歴史博物館 みなとぴあ
住所 ： 〒951-8013　新潟市中央区柳島町2‐10
Tel ： 025-225-6111    Fax ： 025-225-6130
E-mail ： museum@nchm.jp  URL ： https://www.nchm.jp

【休 館 日】 毎週月曜日・祝日の翌日・年末年始（12/28～1/3）
【開館時間】 9：30～17：00

今回の特集は新潟市が合併して20年を振り
返りました。合併前は別個に歩んできたそれ

ぞれの地域を、新潟市という一つの地域としてどのように捉えるか。みな
とぴあは各地域の社会・経済・文化の諸分野にわたる歴史・文化の成り立
ちとつながりを共有する取り組みによって、地域住民の一体感を深める
基盤づくりに寄与していきたいと思っております。（貝沼）

編 集 後 記

　みなとぴあには会員制の「みなとぴあファンクラブ」があり
ます。みなとぴあを応援したい！ と思ってくださる方ならどな
たでも入会いただけます。会期は10月1日～翌年9月30日の 
1年間で、クラブ費は年間600円です。
　特典は、観覧料２割引きや館情報の送付(この「帆檣成林」
もお送りしています！) のほか、会員限定イベントへの参加で
す。イベントのひとつに館長と行くバスツアーがあります。今
年6月開催のバスツアーでは、坂井館長と一緒に上越市高田
の城下町を訪ねてきました。
そのほかにも、会員限定の講
演会やまちあるきなども開催
しています。
　興味がありましたら、10月
1日からの新しい会期が始ま
るこの機にどうぞご入会くだ
さい。（企画普及課   渡辺)

みなとぴあ便り

旧小澤家住宅展示

開館時間：午前9時30分〜午後5時      休館日：毎週月曜日・祝日の翌日・年末年始
入館料：一般260円 小中学生130円（小中学生は土・日・祝日は無料）
所在：新潟市中央区上大川前通12番町2733 （みなとぴあから約800m、徒歩12分）TEL：025-222-0300 

■ 新潟郵趣会展「―時代と共に生きる切手の世界―」		
	 会期：9月13日（土）～10月5日（日）
■ 「新潟仏壇工芸」展	 会期：10月11日（土）～11月3日（月祝）
■ 「新潟の文人　池田孤邨」展	 会期：11月15日（土）～12月21日（日）
■ 「羽子板」展	 会期：1月4日（日）～1月18日（日）

当館学芸員が調査・研究をすすめているテーマについてお話します。
【時間】 10時30分～12時	    　　【会場】 本館2階セミナー室
【申し込み】 要事前申し込み（定員80名程度）  【参加費】 無料

◆9月の講座：9月28日（日）　　　	 ※申し込み開始：9月10日
　「新潟奉行川村修就関係資料」を読む	 講師：安宅俊介

◆11月の講座：11月23日（日）　　　	※申し込み開始：11月5日
　明治期東京土産写真からみる東京の姿と新潟	 講師：若崎敦朗

◆10月の講座：10月26日（日）　　　	※申し込み開始：10月8日
　越後の前方後方墳を考える	 	 講師：小林隆幸

◆12月の講座：12月21日（日）　　　	※申し込み開始：12月10日
　「上杉びいき」？江戸時代新潟の人 と々上杉家	 講師：田嶋悠佑

博物館講座

次回以降の企画展

私たちは電気やガス、水道を使い、安全で快適な毎日を過ごしています。
学校で学び、遠くの町にも手軽に出かけることができるようになっている、
この、私たちのあたりまえは、いつからあたりまえになったのでしょうか。
このくらしがあたりまえになる前はどのようなくらしだったのか、くらしの
移り変わりを学んでいる小学生にもわかりやすく紹介します。

第22回むかしのくらし展  くらしの中のあたりまえ  いまむかし
次回企画展

2025年 9 月13 日（土）～ 11 月 24 日（月振）
午前9時30分～午後5時（観覧券の販売は閉館30分前まで）
無料
毎週月曜日（9/15・9/22・10/13・11/3・11/24は開館）、
9/16(火)・10/14(火)・11/4(火)

会　期

休館日

■くらしの道具、つかってみよう
   〈衣類編〉
日時：	①9月20日（土）②9月21日（日） 
        午後2時～3時（雨天中止） 
会場：	本館1階たいけんのひろば
参加費：無料
定員：各回小学生10名
申し込み：不要

■くらしの道具、つかってみよう
   〈カマシキづくり〉
日時：11月22日（土） 午後2時～3時30分
会場：本館1階企画展示室
参加費：200円
定員：小学生以上10名
申し込み：必要、先着順、
              10月22日（水）午前9時30分より受付開始

■新潟駅前 いまむかしたんけん
   〈まちあるき〉
日時：10月25日（土）　午後2時～4時
講師：岩野邦康氏（新潟市新津鉄道資料館学芸員）
集合・解散：新潟駅万代口
参加費：100円（保険代・資料代）
定員：小学生以上15名（小学生は要保護者同伴）
申込み：必要、先着順、
           9月24日（水）午前9時30分より受付開始

関
連
イ
ベ
ン
ト

開館時間

新潟市歴史博物館
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特集1 広域合併20周年と
みなとぴあ P.2〜3

特集2
　

第22回むかしのくらし展 
「くらしの中のあたりまえ いまむかし」 P.4

歴史さんぽ 魚町 P.5

おすすめの一冊 『風呂と愛国 「清潔な国民」はいかに生まれたか』 P.5

特集3 大新潟映画展覧会 娯楽の王様《キネマ》１００年物語 P.6

館長日記	 中国西域の古城で渟足柵をおもう P.7

収蔵資料紹介 金塚家資料「西蒲原、中蒲原郡地形図」 P.7

2025年5月5日　たいけんプログラム「たこを作ってあげよう」の様子

観覧料

■	2025年12月28日（日）～2026年1月3日（土）まで
　 年末年始のため休館となります。

「大新潟映画展覧会
  娯楽の王様《キネマ》100年物語」
テレビより映画館が身近だったころ、映画は多くの人が共に楽しめる娯楽でした。 
昭和の人気映画ベストテンや映画館の盛衰、新潟ゆかりの映画人のほか、 70年以
上前の貴重な新潟ロケ映画などから、映画が新潟の人々を魅了した時代を振り返り
ます。

2025年  12 月 6 日（土）～  2026年  1月 25 日（日）
毎週月曜日（1月12日（月）は開館、12月28日（日）～1月3日（土）、1月13
日（火）

会　期
休館日

大化改新前後の飛鳥と難波−渟足柵の時代−
≪みなとぴあ歴史発見プロジェクト  特別歴史講演会≫

2025年 11月 24 日(月振) 午後2時～ 3時30分
相原嘉之 氏（奈良大学文学部教授）

万代市民会館多目的ホール（新潟市中央区東万代町9-1）

日   時

講   師

会   場

【定員】 250名（申し込み多数の場合は抽選）

【参加費】 500円    

【申し込み期間】 9/18（木）～11/12（水）（必着）



森
　
行
人 

史
編
四
巻
、史
料
目
録
一
巻
、研
究
報
告
六
冊

が
刊
行
さ
れ
る
大
事
業
と
な
り
ま
し
た
。収
集

し
た
合
併
町
村
の
史
料
に
基
づ
き
、各
地
域
の

社
会
・
経
済
・
文
化
の
歩
み
を
通
史
と
し
て
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。そ
の
通
史
第
編
四
巻
に
寄

せ
ら
れ
た
新
潟
市
長
の
渡
辺
浩
太
郎
の
序
文
に

は「
各
地
区
の
今
日
ま
で
の
苦
難
の
道
と
歴
史

を
記
録
に
と
ど
め
、後
世
に
残
す
一
方
、今
後
の

『
市
発
展
の
一
助
』と
し
て
有
意
義
に
活
用
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
合
併
町
村
の
歴
史
」編
纂
の
後
に
は
、そ
の
成

果
も
踏
ま
え
て
新
た
な「
新
潟
市
史
」が
編
ま

過
去
の
広
域
合
併
に
お
け
る

取
り
組
み

　

昭
和
期
の
新
潟
市
の
広
域
合
併
に
お
け
る

取
り
組
み
も
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。合
併

は
国
の
施
策
と
し
て
、市
町
村
の
行
政
事
務
の

権
限
拡
大
と
そ
の
た
め
の
財
政
強
化
を
目
的
に

進
め
ら
れ
ま
し
た
。昭
和
二
十
九（
一
九
五
四
）

年
の
町
村
合
併
推
進
法
を
機
に
、昭
和
二
十
年

代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
合
併
が
強
く
推

進
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
新
潟
市
で
は
、こ
の
時

期
近
隣
町
村
と
の
合
併
に
よ
る「
大
新
潟
市
構

想
」を
打
ち
出
し
、文
化
的
交
流
・
経
済
的
関

連
性
・
地
理
的
条
件
等
を
考
慮
し
て
合
併
対
象

を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。新
潟
市
は
昭
和
十
八

（
一
九
四
三
）年
の
大
形
村
・
石
山
村
・
鳥
屋
野

村
と
合
併
の
後
、昭
和
二
十
九（
一
九
五
四
）年

か
ら
同
三
十
六（
一
九
六
一
）年
に
か
け
て
松
ヶ

崎
浜
村
・
南
浜
村
・
濁
川
村
・
坂
井
輪
村
・
大
江

山
村
・
曽
野
木
村
・
両
川
村
・
内
野
町
・
豊
栄
町

の
一
部
・
中
野
小
屋
村
・
赤
塚
村
と
合
併
し
ま

し
た【
図
】。 

　

こ
の
昭
和
の
大
合
併
を
経
た
昭
和
四
十
四
年

度
か
ら
、新
潟
市
は「
新
潟
市
合
併
町
村
の
歴

史
」編
纂
事
業
に
着
手
し
ま
す
。こ
の
事
業
は
、

合
併
町
村
の
資
料
収
集
と
記
録
化
、そ
れ
に
基

づ
く
史
料
編
の
刊
行
、新
潟
市
を
含
む
合
併
町

村
の
近
代
の
歩
み
を
知
る
新
聞
報
道
の
資
料

化
を
柱
と
し
て
進
め
ら
れ
、十
七
年
の
歳
月
を

か
け
て
基
礎
史
料
集
九
巻
、資
料
編
五
巻
、通

め
に
は
、合
併
以
前
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
歩
ん
で

き
た
地
域
の
住
民
が
、市
民
と
し
て
一
体
感
を

持
つ
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。一
方
、ま
ち
づ

く
り
に
は
、自
分
た
ち
が
く
ら
す
地
域
へ
の
愛

着
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。前
述
の
歴
史
系
博
物
館

資
料
館
の
活
動
を
通
じ
て
、く
ら
し
て
い
る
地

域
の
歴
史
を
知
り
、さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
成
り
立
ち
と
地
域
間
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
は
、ま
ち
づ
く
り
に
も
寄
与

で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。 

　

こ
れ
か
ら
の
み
な
と
ぴ
あ
の
活
動
で
は
、こ

う
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
や
生
活
文
化

の
結
び
つ
き
へ
の
理
解
を
深
め
、共
有
で
き
る
プ

ロ
セ
ス
を
重
視
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　

当
館
で
は
開
館
二
十
周
年
を
機
に「
新
潟
市

歴
史
博
物
館
・
旧
小
澤
家
住
宅
の
運
営
方
針
」

を
定
め
ま
し
た
。今
後
目
指
す
指
針
と
し
て
、

資
料
や
地
域
に
残
る
文
化
遺
産
な
ど
か
ら
当

地
域
な
ら
で
は
の
歴
史
的
特
性
を
明
ら
か
に

し
、ま
た
多
様
な
主
体
と
連
携
し
て
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。広

域
合
併
時
か
ら
の
取
り
組
み
を
継
承
し
て
、み

な
と
ま
ち
新
潟
を
結
節
点
と
す
る
越
後
平
野

の
信
濃
川
・
阿
賀
野
川
両
河
川
流
域
の
歴
史
的

な
つ
な
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、そ

の
成
果
を
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
と
連

携
し
た
ツ
ア
ー
の
開
催
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ア

タ
ー
の
新
た
な
作
品
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。 

　

ま
た
、行
政
区
画
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、新
潟

市
の
地
形
か
ら
文
化
圏
を
考
え
る
企
画「
に
い

が
た
／
浜
・
潟
・
山
の
歴
史
と
く
ら
し
」と
い

う
歴
史
講
座
シ
リ
ー
ズ
は
四
年
目
を
迎
え
て

い
ま
す
。年
度
毎
に
設
け
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、

合
併
町
村
の
枠
を
超
え
た
全
市
的
な
視
点
か

繁
栄
を
支
え
た
こ
と
を
紹
介
し
、合
併
し
た
新

市
域
が
舟
運
を
通
じ
て
緊
密
に
結
び
つ
き
、深

く
関
わ
り
歴
史
を
紡
い
で
き
た
こ
と
を
示
し
ま

し
た
。 

　

さ
ら
に
政
令
市
に
移
行
し
た
平
成
十
九
年

に
は
、政
令
市
移
行
を
記
念
し
て
、「
古
写
真
の

中
の
新
に
い
が
た
」展
を
開
催
し
ま
し
た
。景

観
や
く
ら
し
の
諸
相
と
い
っ
た
テ
ー
マ
毎
に
明

治
後
期
か
ら
昭
和
中
期
ま
で
の
写
真
を
展
示

し
、新
た
に
八
つ
の
行
政
区
が
敷
か
れ
た
新
市

域
の
変
遷
を
た
ど
り
ま
し
た
。 

　

ま
た
、市
域
各
地
の
古
写
真
を
見
比
べ
る
こ

と
で
、市
域
が
共
通
の
生
活
文
化
を
持
つ
一
つ
の

地
域
で
あ
る
と
と
も
に
、そ
れ
ぞ
れ
違
い
を
持

っ
た
地
域
で
も
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

図
録
の
挨
拶
に
は
、合
併
後
一
年
が
経
過
し
、

新
し
く
区
が
敷
か
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
開
催

に
は
、企
画
展
を
通
じ
て
合
併
地
域
の
か
つ
て

の
姿
を
知
り
、互
い
に
わ
か
り
合
う
と
と
も
に
、

政
令
市
新
潟
へ
の
理
解
を
深
め
、新
潟
市
民
と

し
て
の
一
体
感
を
持
つ
機
会
と
な
る
よ
う
に
と

の
願
い
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

以
後
、個
別
の
テ
ー
マ
・
視
点
か
ら
新
市
域

の
歴
史
を
紹
介
す
る
企
画
展
を
開
催
し
、特

に「
船
と
船
大
工
」展
や「
蒲
原
平
野
の
二
十
世

紀
」展
と
い
っ
た
、信
濃
川
・
阿
賀
野
川
の
平
野

部
流
域
と
水
に
関
わ
る
視
点
で
の
企
画
を
通
じ

て
、新
潟
市
の
特
色
あ
る
歴
史
像
を
発
信
し
て

き
ま
し
た
。 

れ
ま
し
た
。新
潟
市
全
体
に
渡
る
歴
史
的
視
点

か
ら
合
併
市
町
村
の
事
象
を
記
述
し
、地
域
の

歴
史
像
を
提
示
し
て
い
ま
す
。 

新
潟
市
の

歴
史
系
博
物
館
・
資
料
館
の
活
動 

　

平
成
の
広
域
合
併
後
、市
域
各
地
の
歴
史
資

料
の
保
存
と
公
開
に
つ
い
て
は
、当
館
を
含
む

新
潟
市
の
歴
史
系
博
物
館
・
資
料
館
が
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。当
館
で
は
平
成
十
七
年
か
ら
、

新
潟
市
の
歴
史
系
博
物
館
・
資
料
館
懇
談
会
を

開
催
し
、意
見
交
換
や
各
館
の
企
画
展
・
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
取
り
ま
と
め
、市
内
外
に
向
け
て

発
信
し
て
い
ま
す
。 

　

合
併
以
前
に
設
置
さ
れ
た
館
で
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
歴
史
や
先
人
の
事
績
を
伝
え
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。合
併
後
の
各
館
の
条

例
等
に
も
、そ
の
設
置
目
的
や
事
業
と
し
て
地

域
の
歴
史
や
先
人
に
関
わ
る
資
料
を
保
管
・
公

開
す
る
こ
と
を
記
し【
表
】、収
蔵
ス
ペ
ー
ス
の

問
題
等
も
あ
り
ま
す
が
多
く
の
館
で
新
た
な

資
料
の
収
集
に
つ
い
て
記
し
て
い
ま
す
。 

　

合
併
以
前
、各
館
で
収
集
・
展
示
し
て
き
た

資
料
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
あ
る
歴
史
、

地
域
性
を
示
す
も
の
で
し
た
。現
在
の
新
潟
市

に
お
い
て
は
、こ
れ
ら
の
資
料
群
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
特
色
を
示
す
一
方
、地
域
間
の
歴
史

的
な
関
わ
り
や
市
域
に
共
通
の
生
活
文
化
の
広

が
り
を
知
る
手
が
か
り
に
も
な
り
ま
す
。 

広
域
合
併
二
十
周
年
を
迎
え
て

　

合
併
の
効
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た

ら
考
古
資
料
・
歴
史
資
料
・
民
俗
例
等
か
ら
新

潟
市
域
の
歴
史
と
く
ら
し
を
振
り
返
っ
て
い
ま

す
。テ
ー
マ
に
関
わ
る
土
地
を
実
際
に
歩
く
と

と
も
に
、地
域
の
特
徴
あ
る
歴
史
資
料
を
収
蔵

す
る
施
設
の
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
よ
う
に
新
し
い
視
点
で
新
潟
市
域
の
歴

史
・
文
化
を
と
ら
え
る
と
と
も
に
、合
併
後
に
一

　

新
潟
市
は
平
成
十
三
年
の
黒
埼
町
と
の
合

併
を
経
て
、平
成
十
七（
二
〇
〇
五
）年
三
月
に

新
津
市
・
白
根
市
・
豊
栄
市
・
小
須
戸
町
・
横

越
町
・
亀
田
町
・
岩
室
村
・
西
川
町
・
味
方
村
・

潟
東
村
・
月
潟
村
・
中
之
口
村
、さ
ら
に
十
月

に
巻
町
と
合
併
し
ま
し
た
。広
域
合
併
か
ら
二

十
周
年
の
節
目
に
、み
な
と
ぴ
あ
の
広
域
合
併

を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、こ

れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。 

広
域
合
併
を
め
ぐ
る

み
な
と
ぴ
あ
の
企
画
展
図
録
か
ら

　

平
成
十
七
年
の
夏
、合
併
を
記
念
し
て「
蒲

原
の
あ
け
ぼ
の
」展
を
開
催
し
、合
併
市
町
村

で
発
見
さ
れ
た
考
古
学
的
遺
産
を
通
し
て
新
生

新
潟
市
の
ル
ー
ツ
を
探
り
ま
し
た
。タ
イ
ト
ル

の「
蒲
原
」は
、信
濃
川
・
阿
賀
野
川
が
日
本
海

に
流
れ
出
る
地
域
一
帯
の
名
称
で
あ
り
、古
代

の
郡
名
で
も
あ
る
こ
の
地
名
を
通
じ
て
、蒲
原

郡
の
過
半
を
市
域
と
す
る
新
生
新
潟
市
が
古
来

よ
り
水
上
交
通
に
よ
っ
て
人
・
物
・
情
報
が
行

き
交
う
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
ね
ら
い
が

あ
り
ま
し
た
。以
後
、蒲
原
は
、当
館
事
業
の
キ

ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

　

平
成
十
八
年
の
夏
に
は
、合
併
記
念
展
と
し

て「
新
潟
の
舟
運
」展
を
開
催
し
ま
し
た
。海
・

潟
・
川
・
堀
な
ど
の
水
路
を
結
ん
だ
舟
運
を
テ

ー
マ
に
、日
本
海
側
最
大
の
越
後
平
野
に
展
開

し
た
村
や
町
の
生
産
と
消
費
が
湊
町
新
潟
の

図：新潟市の合併概念図（「古写真の中の新にいがた」展図録より） 

表：条例等に資料に関わる条文がある懇談会参加の歴史系博物館・資料館   【出典】「新潟市例規集」より2025年8月6日時点 

特集1

広
域
合
併
二
十
周
年
と
み
な
と
ぴ
あ

懇談会参加館名 資料に関わる条文   ※各館条例等より抜粋・（　）の補記等一部改変

新潟市北区郷土博物館（北区）
（事業）第2条（1）北区の考古、歴史、民俗、美術等に関する資料の収集、保管及び展示に関すること（2）資料
の調査研究及びその成果の公開に関すること

新潟市文書館（北区）
（事業）第2条（1）特定歴史公文書を保存し、一般の利用に供すること（2）本市の歴史に関する資料の収集及
び調査研究を行うこと（3）所蔵資料の公開及び活用を促進し、市民等の調査研究を支援すること

新潟市江南区郷土資料館（江南区）
（事業）第2条（1）江南区の考古、歴史、民俗、美術等に関する資料の収集及び保存並びに公開その他の活用
に関すること（2）資料の調査及び研究に関すること

石油の世界館（秋葉区）
（別表　第5条関係　事業）（1）石油に関する資料の収集、保存及び展示に関すること（3）本市における歴史
的文化所産の調査研究、収集、保存及び展示に関すること

新潟市新津鉄道資料館（秋葉区）
（事業）第2条（1）（鉄道に関する）資料の収集、整理、保存、調査及び研究を行うこと（2）資料の展示及び公開
を行うこと

重要文化財旧笹川家住宅（南区）
（設置）第1条　旧笹川家住宅を活用し、味方地区の歴史資料、民俗資料その他の資料を保存し、及び公開す
ること

新潟市しろね大凧と歴史の館（南区）
（事業）第2条（1）白根地区の歴史、文化及び国内外の凧に関する資料の収集、保管及び展示に関すること
（2）資料の調査及び研究に関すること

新潟市曽我・平澤記念館（南区）
（事業）第2条（1）（曽我量深及び平澤興の遺品及び関係蔵書）資料の収集、調査及び研究に関すること（2）
資料の公開及び研究に関すること

新潟市文化財センター（西区）
（事業）第2条（1）埋蔵文化財の調査及び研究に関すること（2）発掘調査等により出土した考古資料の収集及
び保存並びに公開その他の活用に関すること（3）有形民俗文化財の保存及び活用に関すること

新潟市澤将監の館（西蒲区） （設置）第1条　中之口地区の民俗資料等を保存し、及び公開すること

新潟市岩室民俗史料館（西蒲区）
（事業）第2条（1）岩室地区の歴史、民俗、考古等に関する史料の収集、整理及び保存並びに公開その他の活
用に関すること（2）史料の調査及び研究に関すること

新潟市潟東歴史民俗資料館（西蒲区） （設置）第1条　潟東地区の歴史資料、民俗資料、考古資料その他の資料を保存し、及び公開すること

新潟市中之口先人館（西蒲区）
（事業）第2条（1）（中之口地区の先人に関する）資料の収集、整理及び保存並びに調査及び研究に関すること
（2）資料の公開及び展示に関すること

新潟市巻郷土資料館（西蒲区）
（事業）第2条（1）巻地区の考古、歴史、民俗等に関する資料の収集、整理、保管及び展示に関すること（2）資
料の調査及び研究に関すること

新潟市文化財旧小澤家住宅（中央区） （事業）第2条（2）みなとまち新潟の歴史及び生活文化に関する資料の保存及び展示をすること

新潟市歴史博物館（中央区）
（事業）第2条（1）歴史資料の収集、整理及び保存並びに調査及び研究を行うとともに、その成果を公開すること
（2）歴史資料等の展示を行うこと

つ
に
ま
と
ま
っ
た
新
潟
に
つ
い
て
、改
め
て
各
地

域
の
社
会
・
経
済
・
文
化
の
諸
分
野
に
わ
た
る
歴

史
的
な
成
り
立
ち
と
つ
な
が
り
を
確
か
め
、共
有

す
る
こ
と
で
、地
域
住
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
培
う
こ
と
に
も
寄
与
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。 

（
も
り　

ゆ
き
ひ
と　

学
芸
員
）
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藍
野
　
か
お
り

　

今
年
の
む
か
し
の
く
ら
し
展
は「
あ
た
り
ま

え
」が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。展
示
の
主
な
観
覧
者

層
で
、む
か
し
の
く
ら
し
に
つ
い
て
社
会
科
で

学
び
始
め
る
小
学
校
三・
四
年
生
が「
あ
た
り
ま

え
」の
こ
と
と
思
っ
て
い
る
身
の
回
り
の
こ
と
が

ら
が
テ
ー
マ
で
す
。そ
れ
ら
が
い
つ
か
ら
あ
た
り

ま
え
の
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、そ
の
前
の
時
代
は

何
が
あ
た
り
ま
え
で
あ
っ
た
の
か
、「
あ
た
り
ま

え
」と
さ
れ
る
こ
と
の
移
り
変
わ
り
を
考
え
る

展
覧
会
で
す
。

　

展
示
で
は
、学
校
の
こ
と
、家
の
中
の
こ
と
、

町
の
中
の
こ
と
か
ら
い
く
つ
か
選
ん
で
紹
介
す

る
予
定
で
す
。本
稿
で
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
給
食

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

先
日
、日
和
山
小
学
校
に
お
邪
魔
し
て
、今
の

給
食
の
様
子
を
撮
影
し
ま
し
た
。献
立
は
、も
ろ

こ
し
ご
は
ん
、牛
乳
、な
す
と
か
ぼ
ち
ゃ
の
そ
ぼ

ろ
あ
ん
か
け
、も
ず
く
入
り
か
き
た
ま
じ
る
、冷

凍
パ
イ
ン
で
し
た
。

　

新
潟
市
で
は
新
潟
市
産
・
新
潟
県
産
の
食
材

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
給
食
を
児
童
に
提
供

し
て
い
ま
す
。平
成
二
十
一（
二
〇
〇
九
）年
に
、

新
潟
市
全
域
で
完
全
米
飯
給
食
が
実
施
さ
れ
、

温
か
い
ご
飯
と
地
元
食
材
を
使
っ
た
お
か
ず
が

今
の
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て「
あ
た
り
ま
え
」の

給
食
で
す
。し
か
し
、給
食
の
歴
史
を
紐
解
い
て

み
る
と
、そ
れ
が
あ
た
り
ま
え
に
な
る
の
は
つ
い

最
近
の
こ
と
で
す
。

　

新
潟
市
に
お
け
る
給
食
は
昭
和
七（
一
九 

三
二
）年
、不
況
と
凶
作
か
ら
の
貧
困
に
よ
る
欠

食
児
童
が
社
会
的
に
問
題
に
な
っ
た
時
期
に
始

ま
り
ま
し
た
。栄
小
学
校
の
昭
和
七
年
の
昼
食

調
査
で
は
、全
校
児
童
一
二
六
三
人
の
う
ち
、弁

当
を
持
参
し
た
者
と
家
に
帰
り
食
事
を
と
る
者

は
ほ
ぼ
半
数
ず
つ
で
し
た
。う
ち
、栄
養
や
食
事

量
に
問
題
が
あ
る
者
が
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
、加
え

て
一
．五
パ
ー
セ
ン
ト
が
欠
食
児
童
で
し
た
。

　

給
食
は
こ
う
し
た
児
童
に
向
け
て
食
事
を
与

え
る
も
の
で
し
た
。一
部
の
小
学
校
で
は
学
校
内

に
調
理
室
を
作
り
、給
食
を
実
施
し
ま
し
た
。当

時
の
献
立
例
は
七
分
づ
き
の
ご
は
ん
、め
ざ
し
、

ほ
う
れ
ん
草
、香
の
物
で
、こ
ど
も
た
ち
に
好
評

だ
っ
た
の
は
煮
し
め
や
さ
つ
ま
い
も
だ
っ
た
そ

う
で
す
。貧
困
家
庭
の
児
童
に
向
け
た
給
食
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、給
食
を
食
べ
る
こ
ど
も
た

ち
が
家
庭
環
境
の
こ
と
で
引
け
目
を
感
じ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、貧
困
家
庭
以
外
で
も
希
望
す

る
家
庭
は
実
費
を
払
い
、同
じ
献
立
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
終
結
後
は
食
糧
不
足

で
、多
く
の
人
が
飢
え
に
苦
し
み
ま
し
た
。そ
ん

な
中
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
主
導
し
学
校
給
食
が
始
ま
り

ま
し
た
。占
領
政
策
の
一
つ
と
し
て
、次
代
を
担

う
こ
ど
も
た
ち
に
栄
養
の
あ
る
食
事
を
与
え
、

日
本
再
建
の
礎
と
す
る
の
が
目
的
で
し
た
。小

学
生
を
対
象
に
、旧
日
本
軍
の
備
蓄
缶
詰
や
ア

メ
リ
カ
か
ら
の
支
援
物
資
な
ど
が
食
材
に
な
り

ま
し
た
。新
潟
市
で
は
昭
和
二
十
二
年
一
月
か

ら
始
ま
り
、戦
後
初
の
給
食
は
鮭
缶
と
大
根
、じ

ゃ
が
い
も
、ニ
ン
ジ
ン
の
お
味
噌
汁
で
し
た
。

　

戦
後
直
後
か
ら
長
年
新
潟
市
の
学
校
給
食
行

政
を
支
え
た
栄
養
士
の
若
松
和
子
さ
ん
の
手
記

に
よ
れ
ば
、戦
後
直
後
の
給
食
で
は
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
支
援
物
資
を
扱
う
た
め
、食
材
の
横
流

し
な
ど
の
間
違
い
が
あ
れ
ば
沖
縄
に
連
行
さ
れ

重
労
働
の
刑
罰
を
受
け
る
だ
ろ
う
と
、給
食
に

関
わ
る
職
員
は
緊
張
の
中
、職
務
を
行
っ
た
そ

う
で
す
。あ
る
意
味
、命
が
け
の
仕
事
だ
っ
た
こ

と
が
想
像
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、終
戦
後
の
給
食
で
特
筆
す
べ
き
は
沼

垂
小
学
校
の「
ユ
ニ
セ
フ
給
食
」で
す
。全
国

五
四
校
の
小
学
校
が
選
ば
れ
、一
年
間
、ユ
ニ
セ

フ（
国
際
連
合
児
童
基
金
）か
ら
提
供
を
受
け
た

脱
脂
粉
乳
の
給
食
を
実
施
し
、給
食
を
食
べ
た

児
童
の
健
康
状
態
を
、そ
う
で
な
い
児
童
と
比

較
調
査
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

沼
垂
小
で
は
、昭
和
二
十
四
年
十
月
二
十
四

日
か
ら
ユ
ニ
セ
フ
給
食
が
始
ま
り
、児
童
は
朝

と
昼
に
決
め
ら
れ
た
量
の
ミ
ル
ク（
調
理
し
た

脱
脂
粉
乳
）を
毎
日
飲
ま
さ
れ
ま
し
た
。食
生
活

が
変
わ
り
、栄
養
の
偏
り
や
脱
脂
粉
乳
の
と
り

過
ぎ
で
当
初
は
腹
痛
や
下
痢
を
訴
え
る
子
も
い

た
よ
う
で
す
。そ
の
後
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

た
め
に
、パ
ン
と
お
か
ず
、ミ
ル
ク
の
完
全
給
食

が
児
童
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
潟
市
内
の
多
く
の
学
校
で
昭
和
二
十
六
年

二
月
か
ら
パ
ン
・
ミ
ル
ク
・
お
か
ず
の
完
全
給
食

が
始
ま
り
ま
し
た
。昭
和
二
十
九
年
に
は
学
校

給
食
法
が
制
定
さ
れ
、「
国
民
の
食
生
活
の
改
善

に
寄
与
す
る
」も
の
と
し
て
、学
校
給
食
が
普
及

充
実
し
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
こ
の
法
律
で
給

食
は
教
育
活
動
の
一
環
と
位
置
づ
け
ら
れ
、栄

養
指
導
や
食
事
作
法
の
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
大
転
換
点
は
昭
和
五
十
二
年
の
米
飯
給

食
の
開
始
で
す
。国
内
の
余
剰
米
の
消
費
対
策

と
し
て
給
食
で
米
を
使
用
す
る
こ
と
、ま
た
技

術
革
新
や
設
備
投
資
に
よ
り
大
量
の
米
飯
炊
飯

が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
米
飯
給
食
の
実
施
を

後
押
し
し
ま
し
た
。こ
の
頃
は
ま
だ
、月
に
一
度

程
度
の
実
施
で
し
た
。

　

平
成
以
降
で
は
、サ
ミ
ッ
ト
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
な
ど
国
際
的
な
行
事
に
合
わ
せ
て
参
加
国
に

関
わ
る
料
理
が
献
立
に
あ
が
る
な
ど
、多
彩
な

献
立
が
こ
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
と
む
か
し
で
大
き
く
異
な
る
給
食
の

「
あ
た
り
ま
え
」。ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
あ
た

り
ま
え
の
移
り
変
わ
り
を
展
示
で
ご
紹
介
し
ま

す
。展
示
を
媒
介
に
、ご
自
身
の「
あ
た
り
ま
え
」

や
当
時
の
思
い
を
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
共
有
す
る

機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
あ
い
の　

か
お
り　

学
芸
員
）
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む
か
し
の
く
ら
し
展

む
か
し
の
く
ら
し
展    

「
く
ら
し
の
中
の
あ
た
り
ま
え 

い
ま
む
か
し
」  

「ミルクの配膳」旧豊照小学校にて（昭和三十年代か）

　　

歴史さんぽ歴史さんぽ

　
新
潟
奉
行
川
村
修
就
の
法
令
な
ど
を
読
ん

で
い
る
と
、江
戸
時
代
と
生
活
習
慣
が
大
き
く

異
な
る
の
に
驚
き
ま
す
が
、大
き
く
違
う
も
の

の
一
つ
は
入
浴
習
慣
で
す
。本
書
は
、「
日
本

人
は
風
呂
好
き
で
、清
潔
好
き
」と
い
わ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
、歴
史
資
料
か
ら
実
態
を
丹
念

に
調
べ
、こ
う
し
た
日
本
人
観
が
形
成
さ
れ
た

背
景
を
探
っ
た
も
の
で
す
。

　
明
治
時
代
に
な
っ
て
も
、日
本
国
内
の
人
々

が
毎
日
入
浴
す
る
の
は
ま
れ
だ
っ
た
よ
う
で

す
。し
か
し
、明
治
三
十
年
代
に
日
本
が
外
国

と
対
抗
す
る
中
で
、「
日
本
人
は
清
潔
で
あ
る
」

こ
と
が
優
れ
た
こ
と
と
し
て
主
張
さ
れ
は
じ

め
、大
正
時
代
に
は
公
営
銭
湯
な
ど
も
設
置
さ

れ
て
国
を
あ
げ
て
入
浴
が
奨
励
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
戦
前
に
か
け
て
家
庭
や
学
校
で
も
入
浴

の
推
奨
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、健

康
な
国
民
が
国
家
の
た
め
に
役
立
つ
と
い
う

思
想
な
ど
が
背
景
に
あ
る
も
の
だ
っ
た
と
さ

れ
ま
す
。

　
本
書
内
で
も
言
及
が
あ
り
ま
す
が
、最
近
は

入
浴
に
対
す
る
考
え
方
も
多
様
化
し
て
い
る

よ
う
で
す
。本
書
を
読
ん
で
歴
史
的
背
景
を
調

べ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
田
嶋
　
悠
佑
　
学
芸
員
）

川端 美季 著
2024年

NHK出版　発行

年の何月で、取揚高が幾ら、取締役が何様なんて云ふ
に及ばぬ。読んで面白ければ、それで充分なり。尚ほ釣
られて見に行けば、望み足れり矣

ゐ
だ。新潟は女郎と芸

者と許
ばか

りが名物にあらず。魚の獲れたやうな日、出掛て
見給
たま

ひ。ヘン生きた魚が跳ねてるヨ。
　魚市場はその後、柳島を経て万代島（東港線市場）に
移った後、平成19年に江南区茗荷谷の中央卸売市場に
移転しました。

     安宅　俊介（あたか　しゅんすけ　学芸員）

　中央区本町通11番町は、かつて「本町通十四軒町」とい
う町名でした。通りに面し、向かいあって屋敷が並び、特
にその西側ブロックは「魚町（肴町）」と呼ばれた魚市場で
した。これらの屋敷はそれぞれ魚問屋であり、魚のセリが
行われていました。
　ちなみに江戸時代の新潟町では、こうした魚問屋を

「大
おおすけ

助買
ご

」と呼んでいました。大助買は魚の売買時に手数
料をとったり、遠方から漁をするためにやってくる漁船

（客船）の宿をつとめたりしていました。
　また、魚町とその周辺に多く居住し、魚の小売や仲買
を専らにしていた商人を「小

こ

助
すけ

買
ご

」と呼んでいました。小
助買は大助買や地元の漁師から魚を仕入れ、天

てんびんぼう

秤棒を担
いで魚を振売していました。
　少し時代は下って、明治42（1909）年2月の雑誌『新潟
繁昌記』に「魚

さかないち

市」という記事が載っています。まるで喧
騒が聞こえてきそうな躍動感あふれる記事です。

只だ見る人の山。ハテ喧嘩でも始まつたのではあるまい
か。男は茂

も
尻
じり

袖
そで

の着物。それを裾を七分三分にタクシ揚
げて、此の寒いのに素裸足と来て居る。オヽ涼しいな。
女は又た火事場手伝へ宜しくと云ふ体裁。紺

こん
湯
ゆ

布
もじ

は自
慢に見せて居るかのやう。それが入りまぢつてワァ〳〵

云ふ。さうかと思ふと忽
たちま

ちにしてチリ〳 〵バラ〳〵 。又た
ワアと集まる。天秤棒が飛んで笊

ざる
が舞う。売つた売らん

ヤツサモツサ。之れ本町十一魚市場の光景。何を云つて
も新潟一の名物。否な〳〵 北陸道第一の名物。創始が何

風
呂
と
愛
国

「
清
潔
な
国
民
」は
い
か
に

生
ま
れ
た
か

魚町

絵葉書　株式会社新潟鮮魚問屋魚市場　当館所蔵

＊「ワァ〳〵」の「〳〵」は「々」に相当し、「ワァワァ」と読む（以下同）。

現在の本町通11番町
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